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(57)【要約】
【課題】不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維
を有しない吸収体が複数重ねられた吸収性積層体を有し
ているにも関わらず、着用者の股間へのフィット性を高
めることができる吸収性物品を提供する。
【解決手段】トップシート２とバックシート３とこれら
の間に設けられた吸収性積層体１０とを有する吸収性物
品１であって、吸収性積層体１０は、上側吸収体１１と
、上側吸収体１１の下側に幅方向ｘの一方側に配された
第１下側吸収体２１と、上側吸収体１１の下側に幅方向
ｘの他方側に配された第２下側吸収体３１とを有し、上
側吸収体１１と第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３
１がそれぞれ、不織布シート１２，２２，３２間に吸水
性樹脂１３，２３，３３を有しパルプ繊維を有しないこ
とを特徴とする吸収性物品。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トップシートとバックシートとこれらの間に設けられた吸収性積層体とを有する吸収性
物品であって、
　前記吸収性積層体は、長手方向と幅方向とを有するとともに、上側吸収体と、前記上側
吸収体の下側に前記幅方向の一方側に配された第１下側吸収体と、前記上側吸収体の下側
に前記幅方向の他方側に配された第２下側吸収体とを有し、
　前記上側吸収体と前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体はそれぞれ、不織布シート
間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しないことを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体は前記幅方向に互いに離間して配され、前記
第１下側吸収体と前記第２下側吸収体の間に下側吸収体非存在部が形成され、
　前記上側吸収体は、不織布シート間に、吸水性樹脂が配された複数の吸水性樹脂存在領
域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領域とを有し、吸水性樹脂非
存在領域で不織布シートどうしが接合され、
　前記上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、前記下側吸収体非存在部と重なるように前
記長手方向に延びている請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体は互いに接するように配され、前記第１下側
吸収体と前記第２下側吸収体が互いに接する下側吸収体接触部が形成され、
　前記上側吸収体は、不織布シート間に、吸水性樹脂が配された複数の吸水性樹脂存在領
域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領域とを有し、吸水性樹脂非
存在領域で不織布シートどうしが接合され、
　前記上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、前記下側吸収体接触部と重なるように前記
長手方向に延びている請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記上側吸収体は、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが熱融着されている請
求項２または３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に、吸水性樹脂
が配された複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂
非存在領域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合され、
　前記上側吸収体は、前記下側吸収体非存在部または前記下側吸収体接触部と重なる吸水
性樹脂非存在領域の両側に吸水性樹脂存在領域と、さらにその両外側に、前記第１下側吸
収体の吸水性樹脂非存在領域と重なる吸水性樹脂非存在領域と、前記第２下側吸収体の吸
水性樹脂非存在領域と重なる吸水性樹脂非存在領域を有する請求項２～４のいずれか一項
に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に、吸水性樹脂
が配された複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂
非存在領域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合され、
　前記第１下側吸収体は、前記長手方向に延びる吸水性樹脂非存在領域で折り返されて、
第１の折り目が形成され、
　前記第２下側吸収体は、前記長手方向に延びる吸水性樹脂非存在領域で折り返されて、
第２の折り目が形成され、
　前記第１の折り目と前記第２の折り目が互いに対向するように、前記第１下側吸収体と
前記第２下側吸収体が配されている請求項１～５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記第１下側吸収体と前記第２下側吸収体は、前記上側吸収体が前記幅方向に折り返さ
れることにより形成されるものである請求項６に記載の吸収性物品。
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【請求項８】
　前記第１下側吸収体は、前記第１の折り目が形成された吸水性樹脂非存在領域の両側に
吸水性樹脂存在領域を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域が、互いに重なって配され
、
　前記第２下側吸収体は、前記第２の折り目が形成された吸水性樹脂非存在領域の両側に
吸水性樹脂存在領域を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域が、互いに重なって配され
ている請求項６または７に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、尿パッド（軽失禁パッドを含む）、生理用ナプキン、使い捨ておむつ等の吸
収性物品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しない吸収体（シート状吸収
体）を有する吸収性物品が知られている。例えば、特許文献１には、不織布シート間に吸
水性樹脂を有しパルプ繊維を有しない吸収体が複数重ねられた吸収性積層体を有する吸収
性物品が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３１３５８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しない吸収体は、パルプ繊維を有し
ないため、吸収容量を確保しつつ薄型に形成することが可能となる一方、柔軟性が不十分
となりやすい傾向がある。特に、不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しな
い吸収体が複数重ねられた吸収性積層体は、折り曲げたりすることが困難となって、着用
者の股間へのフィット性が劣る場合がある。
【０００５】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、不織布シート間に吸水性
樹脂を有しパルプ繊維を有しない吸収体が複数重ねられた吸収性積層体を有しているにも
関わらず、着用者の股間へのフィット性を高めることができる吸収性物品を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決することができた本発明の吸収性物品とは、トップシートとバックシー
トとこれらの間に設けられた吸収性積層体とを有する吸収性物品であって、吸収性積層体
は、長手方向と幅方向とを有するとともに、上側吸収体と、上側吸収体の下側に幅方向の
一方側に配された第１下側吸収体と、上側吸収体の下側に幅方向の他方側に配された第２
下側吸収体とを有し、上側吸収体と第１下側吸収体と第２下側吸収体はそれぞれ、不織布
シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しないところに特徴を有する。本発明の吸収
性物品は、上側吸収体と第１下側吸収体と第２下側吸収体がそれぞれ、不織布シート間に
吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しておらず、上側吸収体の下側に第１下側吸収体と第２
下側吸収体が幅方向に並んで配されているため、吸収性積層体を幅方向に折り曲げること
が容易になり、吸収性物品の着用者の股間へのフィット性を高めることができる。
【０００７】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体は幅方向に互いに離間して配され、第１下側吸収体と
第２下側吸収体の間に下側吸収体非存在部が形成され、上側吸収体は、不織布シート間に
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、吸水性樹脂が配された複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間
に吸水性樹脂非存在領域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合さ
れ、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は下側吸収体非存在部と重なるように長手方向に
延びていることが好ましい。また、第１下側吸収体と第２下側吸収体は互いに接するよう
に配され、第１下側吸収体と第２下側吸収体が互いに接する下側吸収体接触部が形成され
、上側吸収体は、不織布シート間に、吸水性樹脂が配された複数の吸水性樹脂存在領域と
、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領域とを有し、吸水性樹脂非存在
領域で不織布シートどうしが接合され、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、下側吸収
体接触部と重なるように長手方向に延びていることも好ましい。上側吸収体の吸水性樹脂
非存在領域が下側吸収体非存在部または下側吸収体接触部と重なるように長手方向に延び
ていれば、吸収性積層体を幅方向に折り曲げることが容易になり、吸収性物品の着用者の
股間へのフィット性を高めることができる。
【０００８】
　上側吸収体は、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが熱融着されていることが
好ましい。上側吸収体が吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが熱融着されていれ
ば、尿等の体液が吸水性樹脂非存在領域で上側吸収体上を拡散しやすくなり、体液が上側
吸収体によって効率的に吸収されるようになる。
【０００９】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に、吸水性樹脂が配され
た複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領
域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合され、上側吸収体は、下
側吸収体非存在部または下側吸収体接触部と重なる吸水性樹脂非存在領域の両側に吸水性
樹脂存在領域と、さらにその両外側に、第１下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なる
吸水性樹脂非存在領域と、第２下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なる吸水性樹脂非
存在領域を有することが好ましい。第１下側吸収体と第２下側吸収体の吸水性樹脂非存在
領域が上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なるように設けられていれば、上側吸収体
の吸水性樹脂非存在領域を通って体液が第１下側吸収体と第２下側吸収体の吸水性樹脂非
存在領域に移行しやすくなり、第１下側吸収体上と第２下側吸収体上で体液が好適に拡散
するようになる。その結果、第１下側吸収体と第２下側吸収体で体液が効率的に吸収され
るようになる。
【００１０】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に、吸水性樹脂が配され
た複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領
域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合され、第１下側吸収体は
、長手方向に延びる吸水性樹脂非存在領域で折り返されて第１の折り目が形成され、第２
下側吸収体は、長手方向に延びる吸水性樹脂非存在領域で折り返されて第２の折り目が形
成され、第１の折り目と第２の折り目が互いに対向するように第１下側吸収体と第２下側
吸収体が配されていることが好ましい。このように第１下側吸収体と第２下側吸収体が形
成されていれば、吸収性積層体の吸収容量が高められるとともに、第１下側吸収体と第２
下側吸収体の間または境界に折り目を形成して、吸収性積層体を幅方向に折り曲げやすく
なる。
【００１１】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体は、上側吸収体が幅方向に折り返されることにより形
成されるものであることが好ましい。この場合、上側吸収体から第１下側吸収体と第２下
側吸収体を容易に製造することができ、吸収性物品の製造コストを低く抑えることができ
る。
【００１２】
　第１下側吸収体は、第１の折り目が形成された吸水性樹脂非存在領域の両側に吸水性樹
脂存在領域を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域が互いに重なって配され、第２下側
吸収体は、第２の折り目が形成された吸水性樹脂非存在領域の両側に吸水性樹脂存在領域
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を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域が互いに重なって配されていることが好ましい
。このように第１下側吸収体と第２下側吸収体が形成されていれば、第１下側吸収体と第
２下側吸収体で尿等の体液が効率的に吸収されるようになる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の吸収性物品は、上側吸収体と第１下側吸収体と第２下側吸収体がそれぞれ、不
織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しておらず、上側吸収体の下側に第１下
側吸収体と第２下側吸収体が幅方向に並んで配されているため、吸収性積層体を幅方向に
折り曲げることが容易になり、吸収性物品の着用者の股間へのフィット性を高めることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】吸収性積層体の断面図の一例を表す。
【図２】吸収性積層体の断面図の他の一例を表す。
【図３】本発明の吸収性物品の一実施態様としての尿パッドの平面図を表す。
【図４】図３に示した尿パッドのＡ－Ａ断面図を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の吸収性物品は、トップシートとバックシートとこれらの間に設けられた吸収性
積層体とを有する。本発明の吸収性物品の態様としては、尿パッド（失禁パッドを含む）
、使い捨ておむつ、生理用ナプキン等が示される。
【００１６】
　吸収性物品の形状は特に限定されない。吸収性物品が例えば、尿パッド、生理用ナプキ
ンである場合、吸収性物品の形状としては、略長方形、砂時計型、ひょうたん型、羽子板
型等が示される。
【００１７】
　吸収性物品が使い捨ておむつである場合、使い捨ておむつは、左右に一対の止着部材が
備えられ、当該止着部材により着用時にパンツ型に形成するオープン型使い捨ておむつで
あってもよく、ウェスト開口部と一対の脚開口部とが形成されたパンツ型使い捨ておむつ
であってもよい。
【００１８】
　トップシートは、吸収性物品の着用の際、着用者側に位置するシートであり、液透過性
であることが好ましい。バックシートは、吸収性物品の着用の際、着用者とは反対側、す
なわち外側に位置するシートであり、液不透過性であることが好ましい。
【００１９】
　トップシートやバックシートは、例えば、不織布、織布、編布、プラスチックフィルム
、プラスチックフィルムと不織布との積層体等から構成される。積層体としては、例えば
、不織布とプラスチックフィルムとが一層ずつ重ねられたものや、プラスチックフィルム
を不織布で挟んで重ねられたものが示される。なお、プラスチックフィルムやプラスチッ
クフィルムを含む積層体をトップシートに用いる場合は、プラスチックフィルムには液を
通過させるための孔が形成されていることが好ましい。トップシートは、好ましくは不織
布から構成される。バックシートは、好ましくは不織布またはプラスチックフィルムから
構成される。
【００２０】
　トップシートとバックシートとして不織布を用いる場合、不織布としては、スパンボン
ド法、エアスルー法、ポイントボンド法、メルトブロー法、エアレイド法やそれらの製法
の組み合わせ等により製造されるものが好ましい。また、スパンボンド法とメルトブロー
法を組み合わせたＳＭＳ法により製造された不織布を用いてもよい。
【００２１】
　トップシートとバックシートとして不織布を用いる場合、不織布の材質としては、ポリ
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オレフィン（例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン）、ポリエステル（例えば、ＰＥＴ
）、ポリアミド等の合成繊維、パルプ、絹等の天然繊維から適宜選択できる。また、合成
繊維として、複合繊維を用いてもよい。なかでも、ポリプロピレン、ポリエチレン、ＰＥ
Ｔ、またはそれらを組み合わせた複合繊維が好ましい。このような不織布を用いれば、高
強度で風合いに優れたシートが得やすくなる。
【００２２】
　吸収性積層体は、トップシートとバックシートとの間に設けられ、尿等の体液を吸収す
る。吸収性積層体は、上側吸収体と、上側吸収体の下側に幅方向の一方側に配された第１
下側吸収体と、上側吸収体の下側に幅方向の他方側に配された第２下側吸収体とを有する
。
【００２３】
　本発明において、「上側」とは、吸収性物品を着用した際の着用者側を意味し、「下側
」とは、吸収性物品を着用した際の着用者とは反対側、すなわち外側を意味する。また、
上側から下側に延びる方向を、上下方向と規定する。
【００２４】
　吸収性積層体は、長手方向と幅方向とを有する。「長手方向」とは、吸収性物品を着用
者が着用した際、着用者の股間の前後方向に延びる方向を意味する。「幅方向」とは、吸
収性積層体と同一面上にあり、長手方向と直交する方向を意味する。また、長手方向と幅
方向から形成される面上の方向を、平面方向と定義付ける。
【００２５】
　吸収性積層体の形状（平面形状）は特に限定されない。吸収性積層体の形状は、用途に
応じて適宜決定すればよく、例えば、長方形、砂時計型、ひょうたん型、羽子板型等が挙
げられる。
【００２６】
　上側吸収体と第１下側吸収体と第２下側吸収体について説明する。なお、以下、第１下
側吸収体と第２下側吸収体をまとめて、下側吸収体と称する場合がある。
【００２７】
　上側吸収体は、下側吸収体よりもトップシートの近くに配される。つまり、上側吸収体
は、下側吸収体のトップシート側に配される。従って、上側吸収体は、トップシートを通
過し、吸収性積層体に移行した尿等の体液を、下側吸収体よりも基本的に先に受ける。
【００２８】
　下側吸収体は、上側吸収体よりもバックシートの近くに配される。つまり、下側吸収体
は、上側吸収体のバックシート側に配される。下側吸収体は、基本的に、上側吸収体を通
過した尿等の体液を受ける。
【００２９】
　吸収性積層体は、下側吸収体として、上側吸収体の下側に幅方向の一方側に配された第
１下側吸収体と、上側吸収体の下側に幅方向の他方側に配された第２下側吸収体とを有す
る。つまり、第１下側吸収体と第２下側吸収体は、上側吸収体の下側に幅方向に並んで配
される。第１下側吸収体と第２下側吸収体は、互いに幅方向に離間して配されてもよく、
互いに接するように配されてもよい。なお、第１下側吸収体と第２下側吸収体は互いに接
着されていない。このように第１下側吸収体と第２下側吸収体が配されることにより、吸
収性積層体は、第１下側吸収体と第２下側吸収体の間、または、第１下側吸収体と第２下
側吸収体とが接する部分で、幅方向に折り曲げることが容易になる。
【００３０】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体が互いに離間して配される場合、第１下側吸収体と第
２下側吸収体の間には下側吸収体非存在部が形成されることとなる。このとき、第１下側
吸収体と第２下側吸収体の離間距離はできるだけ短いことが好ましく、具体的には、下側
吸収体非存在部の幅方向の長さが１０ｍｍ以下であることが好ましく、５ｍｍ以下がより
好ましく、３ｍｍ以下がさらに好ましく、２ｍｍ以下がさらにより好ましい。このように
第１下側吸収体と第２下側吸収体を配することにより、第１下側吸収体と第２下側吸収体
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をより広い面積で設けることができるとともに、尿等の体液が下側吸収体非存在部を大量
に通過しにくくなり、バックシート側への漏れを抑えることができる。
【００３１】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体が互いに接するように配される場合、第１下側吸収体
と第２下側吸収体が互いに接する下側吸収体接触部が形成されることとなる。このとき、
第１下側吸収体が第２下側吸収体に重なる部分ができるだけ少ないことが好ましく、具体
的には、下側吸収体接触部の幅方向の長さが５ｍｍ以下であることが好ましく、３ｍｍ以
下がより好ましく、２ｍｍ以下がさらに好ましい。このように第１下側吸収体と第２下側
吸収体を配することにより、吸収性積層体を幅方向に折り曲げることが容易になる。
【００３２】
　第１下側吸収体と第２下側吸収体は、接着剤等により上側吸収体と接着していることが
好ましい。第１下側吸収体と第２下側吸収体が上側吸収体と接着していれば、第１下側吸
収体と第２下側吸収体を上側吸収体に対し所望の位置に配することが容易になる。第１下
側吸収体または第２下側吸収体と上側吸収体との接着は、例えば、網状に形成された接着
剤層により行われる。
【００３３】
　上側吸収体と第１下側吸収体と第２下側吸収体の形状（平面形状）や大きさは特に限定
されない。しかし、第１下側吸収体は第２下側吸収体に対し略線対称の形状であることが
好ましく、第１下側吸収体と第２下側吸収体は、吸収性積層体の幅方向中心線（つまり長
手方向に延びる中心線）に対して略線対称に配されることが好ましい。また、第１下側吸
収体と第２下側吸収体の長手方向の長さは、上側吸収体の長手方向の長さとほぼ等しいこ
とが好ましい。第１下側吸収体と第２下側吸収体の幅方向の長さと下側吸収体非存在部の
幅方向の長さの和、あるいは、第１下側吸収体と第２下側吸収体の幅方向の長さの合計か
ら下側吸収体接触部の幅方向の長さを引いた値は、上側吸収体の幅方向の長さとほぼ等し
いことが好ましい。
【００３４】
　上側吸収体と下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を
有していない。つまり、上側吸収体と下側吸収体はそれぞれ、不織布シート間に吸水性樹
脂が設けられて構成されるが、不織布シート間にはパルプ繊維は設けられない。上側吸収
体と下側吸収体は、不織布シート間にパルプ繊維を有しないため、高い吸収容量を有しつ
つ薄型に形成することができる。
【００３５】
　上側吸収体と下側吸収体に設けられる吸水性樹脂としては、ポリアクリル酸ナトリウム
等のポリアクリル酸系の吸水性樹脂；デンプン－アクリロニトリルグラフト共重合体、デ
ンプン－アクリル酸グラフト共重合体、デンプン－アクリルアミドグラフト共重合体等の
デンプン系の吸水性樹脂；ポリビニルアルコール架橋体等のポリビニルアルコール系の吸
水性樹脂等を用いることができる。吸水性樹脂としては、高い液吸収量を有する点で、ポ
リアクリル酸ナトリウム等のポリアクリル酸系の吸水性樹脂を用いることが好ましい。
【００３６】
　上側吸収体と下側吸収体に用いられる不織布シートは液透過性であり、そのような不織
布シートとしては、例えば、セルロース、レーヨン、コットン等の親水性繊維；ポリオレ
フィン、ポリエステル、ポリアミド等の疎水性繊維を界面活性剤で親水化したものを用い
ればよい。なお、後述するように、不織布シートどうしが熱融着される場合は、熱融着が
容易になる点から、ポリオレフィン、ポリエステル等の疎水性繊維を界面活性剤で親水化
したものを不織布シートとして用いることが好ましい。上側吸収体と下側吸収体は、例え
ば、２枚の不織布シートの間に吸水性樹脂が配されたり、１枚の不織布シートが折り返さ
れた内側に吸水性樹脂が配されることにより形成される。
【００３７】
　以上のように、本発明の吸収性物品は、不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維
を有しない上側吸収体が、不織布シート間に吸水性樹脂を有しパルプ繊維を有しない第１
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下側吸収体と第２下側吸収体に重ねられた吸収性積層体を有している。そのため本発明の
吸収性物品は、高い吸収容量を有しながら、薄型に形成することが容易になる。
【００３８】
　本発明の吸収性物品はまた、上側吸収体の下側に、第１下側吸収体と第２下側吸収体が
幅方向に並んで配されているため、吸収性積層体を幅方向に折り曲げることが容易になり
、吸収性物品の着用者の股間へのフィット性を高めることができる。つまり、本発明の吸
収性物品は、幅方向に折り曲げると第１下側吸収体と第２下側吸収体が幅方向に独立して
動くことができるため、吸収性積層体を幅方向に折り曲げることが容易になる。
【００３９】
　さらに本発明の吸収性物品では、上側吸収体を２つに分割するのではなく、下側吸収体
を２つに分割している、つまり下側吸収体として第１下側吸収体と第２下側吸収体が設け
られることにより、尿等の体液が吸収性積層体の長手方向へ漏れることが起こりにくくな
る。例えば、上側吸収体が幅方向に２つに分割される場合、上側吸収体が２つに分割され
ることにより形成された溝で体液が長手方向に拡散しやすくなり、体液が吸収性積層体の
長手方向へ漏れやすくなるところ、本発明の吸収性物品では、吸収性積層体に移行した体
液が上側吸収体上を幅方向と長手方向に広がって、体液が吸収性積層体から溢れにくくな
る。
【００４０】
　本発明の吸収性物品においては、吸収性積層体を幅方向に折り曲げやすくするために、
上側吸収体が、不織布シート間に、吸水性樹脂が配された複数の吸水性樹脂存在領域と、
隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在領域とを有し、吸水性樹脂非存在領
域で不織布シートどうしが接合されていることが好ましい。このとき、吸水性樹脂非存在
領域は長手方向に延びるように形成されていることが好ましく、その結果、吸水性樹脂非
存在領域に長手方向に延びる折り目が形成されやすくなる。つまり、上側吸収体を幅方向
に折り曲げやすくなる。より好ましくは、吸水性樹脂非存在領域は、上側吸収体の全長に
わたって長手方向に延びている。
【００４１】
　上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域はまた、上側吸収体と下側吸収体の吸収能力を高め
るように作用する。吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合されることにより
封止部が形成され、封止部では、体液が上側吸収体上を平面方向に拡散しやすくなる。平
面方向に拡散した体液は、吸水性樹脂存在領域に配された吸水性樹脂によって吸収され、
体液が上側吸収体によって効率的に吸収されるようになる。また封止部では、体液が吸水
性樹脂非存在領域を通って下側吸収体に移行しやすくなり、その結果、下側吸収体でも体
液が効率的に吸収されるようになる。つまり、上側吸収体と下側吸収体のそれぞれに配さ
れた吸水性樹脂が体液の吸収に効率的に寄与するようになり、吸収性積層体としての吸収
容量が高められるとともに、体液が吸収性積層体によって速やかに吸収されるようになる
。
【００４２】
　封止部は、不織布シートどうしを接着剤で接合したり、ヒートシール（熱融着）や超音
波接着することにより形成すればよい。封止部における尿等の体液の拡散性を高める点か
らは、封止部は、不織布シートどうしが熱融着されて形成されていることが好ましい。ま
た、封止部における尿等の体液の拡散性と透過性をバランス良く実現するために、吸水性
樹脂非存在領域において不織布シートどうしが部分的に熱融着されていてもよい。この場
合、例えば、不織布シートどうしを所定のエンボスパターンで熱融着することにより、不
織布シートどうしを部分的に熱融着すればよい。
【００４３】
　上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、下側吸収体非存在部または下側吸収体接触部と
重なるように設けられることが好ましい。つまり、第１下側吸収体と第２下側吸収体が互
いに離間して配されて、第１下側吸収体と第２下側吸収体の間に下側吸収体非存在部が形
成される場合は、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体非存在部と重なるよう
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に長手方向に延びていることが好ましく、第１下側吸収体と第２下側吸収体が互いに接す
るように配されて、第１下側吸収体と第２下側吸収体が互いに接する下側吸収体接触部が
形成される場合は、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体非存在部と重なるよ
うに長手方向に延びていることが好ましい。上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸
収体非存在部または下側吸収体接触部と重なるように長手方向に延びていれば、吸収性積
層体を幅方向に折り曲げることが容易になり、吸収性物品の着用者の股間へのフィット性
を高めることができる。また、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体非存在部
または下側吸収体接触部と重なるように設けられていれば、たとえ上側吸収体の吸水性樹
脂非存在領域で不織布シートどうしが熱融着されて硬化していても、吸収性積層体を折り
曲げることが容易になる。
【００４４】
　上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、好ましくは、下側吸収体非存在部または下側吸
収体接触部と重なるように、上側吸収体の全長にわたって長手方向に延びている。このよ
うに上側吸収体に吸水性樹脂非存在領域が設けられていれば、上側吸収体を当該吸水性樹
脂非存在領域で折り曲げやすくなる。つまり、吸収性積層体を幅方向に折り曲げやすくな
る。
【００４５】
　上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体非存在部と重なるように設けられる場
合、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は下側吸収体非存在部の少なくとも一部と重なっ
ていればよい。例えば、下側吸収体非存在部は、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域より
も幅広に形成されていてもよく、幅狭に形成されていてもよく、同幅で形成されていても
よい。
【００４６】
　一方、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体接触部と重なるように設けられ
る場合は、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は下側吸収体接触部と同幅かそれよりも幅
広に形成されることが好ましい。上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が下側吸収体接触部
よりも幅狭に形成されていると、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と下側吸収体接触部
とが重なる部分で、吸収性積層体を折り曲げにくくなるおそれがあるためである。
【００４７】
　上側吸収体は、下側吸収体非存在部または下側吸収体接触部とは重ならない吸水性樹脂
非存在領域を有していてもよい。上側吸収体は、例えば、長手方向に延びる複数の吸水性
樹脂非存在領域と長手方向に延びる複数の吸水性樹脂存在領域が、幅方向に交互に設けら
れていてもよい。好ましくは、上側吸収体は、下側吸収体非存在部または下側吸収体接触
部と重なる吸水性樹脂非存在領域の幅方向の両側に吸水性樹脂存在領域を有し、さらにそ
の両外側に第１下側吸収体と重なる吸水性樹脂非存在領域と第２下側吸収体と重なる吸水
性樹脂非存在領域を有している。このように上側吸収体に第１下側吸収体と重なる吸水性
樹脂非存在領域と第２下側吸収体と重なる吸水性樹脂非存在領域が設けられていれば、こ
れらの吸水性樹脂非存在領域を通って上側吸収体から下側吸収体に体液が移行しやすくな
り、下側吸収体で体液が効率的に吸収されるようになる。
【００４８】
　本発明の吸収性物品においては、下側吸収体も、不織布シート間に、吸水性樹脂が配さ
れた複数の吸水性樹脂存在領域と、隣接する吸水性樹脂存在領域の間に吸水性樹脂非存在
領域とを有し、吸水性樹脂非存在領域で不織布シートどうしが接合されていることが好ま
しい。このように下側吸収体が形成されていれば、吸水性樹脂非存在領域で不織布シート
どうしが接合されて形成された封止部で、体液が下側吸収体上を拡散しやすくなる。その
結果、下側吸収体の吸水性樹脂存在領域に配された吸水性樹脂によって、体液が効率的に
吸収されるようになる。
【００４９】
　下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は長手方向に延びるように形成されていることが好
ましく、その結果、吸収性積層体を幅方向に折り曲げやすくなる。より好ましくは、吸水
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性樹脂非存在領域は、下側吸収体の全長にわたって長手方向に延びている。
【００５０】
　下側吸収体に形成される封止部の説明は、上側吸収体の封止部の説明と同じである。好
ましくは、下側吸収体は封止部で不織布シートどうしが熱融着されている。下側吸収体が
封止部で不織布シートどうしが熱融着されていれば、尿等の体液が下側吸収体の封止部を
透過して下側吸収体の下側に移行しにくくなり、体液のバックシート側への漏れを抑える
ことができる。
【００５１】
　下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域は、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なるよ
うに設けられることが好ましい。すなわち、上側吸収体は、下側吸収体非存在部または下
側吸収体接触部と重なる吸水性樹脂非存在領域の両側に吸水性樹脂存在領域と、さらにそ
の両外側に、第１下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なる吸水性樹脂非存在領域と、
第２下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重なる吸水性樹脂非存在領域を有することが好
ましい。下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域が上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域と重な
るように設けられていれば、上側吸収体の吸水性樹脂非存在領域を通って体液が下側吸収
体の上に移行した際、体液が下側吸収体の吸水性樹脂非存在領域に移行しやすくなり、下
側吸収体上で体液が好適に拡散するようになる。その結果、下側吸収体で体液が効率的に
吸収されるようになる。
【００５２】
　吸水性樹脂非存在領域に封止部が形成される場合、封止部は、上側吸収体または下側吸
収体が吸水しても、不織布シートどうしの接合が維持されることが好ましい。つまり、上
側吸収体においては、上側吸収体が吸水して、上側吸収体の不織布シートどうしの接合が
維持されることが好ましく、下側吸収体においては、下側吸収体が吸水して、下側吸収体
の不織布シートどうしの接合が維持されることが好ましい。上側吸収体または下側吸収体
が吸水すると、不織布シート間に配された吸水性樹脂が膨潤して、封止部における不織布
シートどうしの接合が解けるおそれがある。この場合、吸水性樹脂非存在領域を通って体
液が通過しにくくなったり、吸水性樹脂非存在領域における体液の拡散性が低下する。従
って、封止部は、上側吸収体または下側吸収体が吸水しても、不織布シートどうしの接合
が維持されることが好ましい。
【００５３】
　封止部で不織布シートどうしの接合が維持されるようにするには、吸水性樹脂存在領域
における吸水性樹脂含有量の上限を定めることが好ましい。従って、吸水性樹脂存在領域
における吸水性樹脂含有量は４００ｇ／ｍ2以下が好ましく、３８５ｇ／ｍ2以下がより好
ましい。一方、吸水性樹脂存在領域における吸収容量を確保する点から、吸水性樹脂存在
領域における吸水性樹脂含有量は１００ｇ／ｍ2以上が好ましく、１５０ｇ／ｍ2以上がよ
り好ましい。
【００５４】
　封止部で不織布シートどうしの接合が維持されるようにするには、後述するように、不
織布シートどうしをゴム系接着剤やスチレン系エラストマーで接着したり、熱融着するこ
とも好ましい。
【００５５】
　上側吸収体または下側吸収体の不織布シートには、接着剤が塗布されて接着剤層が設け
られ、吸水性樹脂存在領域の吸水性樹脂は、接着剤層により不織布シートに固定されてい
ることが好ましい。接着剤層は、吸水性樹脂を挟む少なくとも一方の不織布シートに設け
られればよいが、好ましくは、接着剤層は吸水性樹脂を挟む両方の不織布シートに設けら
れる。吸水性樹脂存在領域に配された吸水性樹脂は、少なくとも一部が接着剤層に固定さ
れていればよく、例えば、接着剤層に接する吸水性樹脂が接着剤層に固定されていればよ
い。吸水性樹脂が接着剤層により不織布シートに固定されていれば、吸水性樹脂の吸水前
においては、吸水性樹脂が不織布シート間で移動しにくくなり、上側吸収体または下側吸
収体の体液の吸収能力が確保されやすくなる。吸水性樹脂の吸水後においても、ゲル化し
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た吸水性樹脂が不織布シート間で移動しにくくなる結果、吸水性樹脂が塊になって着用者
に違和感を与えにくくなる。
【００５６】
　上側吸収体または下側吸収体に接着剤層が設けられる場合、吸水性樹脂非存在領域は、
接着剤層により不織布シートどうしが接合されていることが好ましい。この場合、吸水性
樹脂存在領域に配された吸水性樹脂が吸水して膨潤しても、不織布シートどうしの接合、
すなわち封止部が維持されやすくなる。
【００５７】
　接着剤層は、吸水性樹脂存在領域において、吸水性樹脂を固定しつつ、吸水性樹脂によ
る吸水や膨潤を阻害しないことが好ましい。この点から、接着剤層は、網状に形成される
ことが好ましい。接着剤層を網状に形成する方法としては、カーテンスプレー法、スパイ
ラルコーティング法、オメガコーティング法等を採用すればよい。
【００５８】
　接着剤層に用いる接着剤としては、例えば、天然ゴム系、ブチルゴム系、ポリイソプレ
ン等のゴム系接着剤；スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体（ＳＩＳ）、ス
チレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＢＳ）、スチレン－エチレン－ブタ
ジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ）、スチレン－エチレン－プロピレン－ス
チレンブロック共重合体（ＳＥＰＳ）等のスチレン系エラストマー；エチレン・酢酸ビニ
ルコポリマー（ＥＶＡ）；ポリエステル；アクリル系；ポリオレフィン系エラストマー等
を用いることができる。これらの接着剤は、１種のみを用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。接着剤としては、吸水後の吸水性樹脂の脱落を防ぎ得る程度の接着力を有し、
吸水性樹脂の膨潤に追従し得る程度の伸びやすさを有するものが好ましい。また、吸水性
樹脂が吸水して膨潤しても、不織布シートどうしの接合が維持される程度の接着力を有す
るものが好ましい。これらの点で、ゴム系接着剤やスチレン系エラストマーを用いること
が好ましい。
【００５９】
　吸収性積層体の構成例について、図面を参照して説明する。図１には、吸収性積層体の
幅方向断面図の一例を示す。なお、本願の図では、矢印ｘが幅方向、矢印ｙが長手方向を
表し、矢印ｘ，ｙにより形成される面に対して垂直方向が上下方向ｚを表す。図１では、
図の上側が吸収性積層体の上側に相当し、図の下側が吸収性積層体の下側に相当する。
【００６０】
　図１に示した吸収性積層体１０は、上側吸収体１１と、上側吸収体１１の下側に幅方向
ｘの一方側に配された第１下側吸収体２１と、上側吸収体１１の下側に幅方向ｘの他方側
に配された第２下側吸収体３１とを有する。第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１は
幅方向ｘに互いに離間して配され、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１の間に下側
吸収体非存在部４１が形成されている。
【００６１】
　上側吸収体１１は、不織布シート１２間に吸水性樹脂１３が配されている。詳細には、
上側吸収体１１は、不織布シート１２間に、吸水性樹脂１３が配された複数の吸水性樹脂
存在領域１４と、隣接する吸水性樹脂存在領域１４の間に吸水性樹脂非存在領域１５とを
有し、吸水性樹脂非存在領域１５で不織布シート１２どうしが接合されている。不織布シ
ート１２には接着剤が塗布されて接着剤層１６が形成されている。吸水性樹脂存在領域１
４では吸水性樹脂１３が接着剤層１６により不織布シート１２に固定され、吸水性樹脂非
存在領域１５では接着剤層１６により不織布シート１２どうしが接合されている。上側吸
収体１１では、吸水性樹脂存在領域１４と吸水性樹脂非存在領域１５がそれぞれ長手方向
に延在し、吸水性樹脂存在領域１４と吸水性樹脂非存在領域１５が幅方向ｘに交互に配さ
れている。
【００６２】
　第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１も上側吸収体１１と同じように形成されてい
る。従って、第１下側吸収体２１に関する説明は、上側吸収体１１に関する上記説明と同
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じである。ただし、「上側吸収体１１」、「不織布シート１２」、「吸水性樹脂１３」、
「吸水性樹脂存在領域１４」、「吸水性樹脂非存在領域１５」、「接着剤層１６」をそれ
ぞれ、「第１下側吸収体２１」、「不織布シート２２」、「吸水性樹脂２３」、「吸水性
樹脂存在領域２４」、「吸水性樹脂非存在領域２５」、「接着剤層２６」と読み替える。
第２下側吸収体３１に関する説明も、上側吸収体１１に関する上記説明と同じである。た
だし、「上側吸収体１１」、「不織布シート１２」、「吸水性樹脂１３」、「吸水性樹脂
存在領域１４」、「吸水性樹脂非存在領域１５」、「接着剤層１６」をそれぞれ、「第２
下側吸収体３１」、「不織布シート３２」、「吸水性樹脂３３」、「吸水性樹脂存在領域
３４」、「吸水性樹脂非存在領域３５」、「接着剤層３６」と読み替える。
【００６３】
　上側吸収体１１は、下側吸収体非存在部４１と重なる吸水性樹脂非存在領域１５Ａの両
側に吸水性樹脂存在領域１４と、さらにその両外側に吸水性樹脂非存在領域１５Ｂ，１５
Ｃを有している。上側吸収体１１は、吸水性樹脂非存在領域１５Ａが下側吸収体非存在部
４１と重なるように長手方向に延びているため、吸水性樹脂非存在領域１５Ａを折り目と
して吸収性積層体１０を幅方向ｘに折り曲げることが容易になる。
【００６４】
　上側吸収体１１の吸水性樹脂非存在領域１５Ｂは、第１下側吸収体２１の吸水性樹脂非
存在領域２５と重なり、上側吸収体１１の吸水性樹脂非存在領域１５Ｃは、第２下側吸収
体３１の吸水性樹脂非存在領域３５と重なっている。つまり、上側吸収体１１は、第１下
側吸収体２１の吸水性樹脂非存在領域２５と重なる吸水性樹脂非存在領域１５Ｂと、第２
下側吸収体３１の吸水性樹脂非存在領域３５と重なる吸水性樹脂非存在領域１５Ｃを有し
ている。従って、吸収性積層体１０で受けた尿等の体液は、上側吸収体１１の吸水性樹脂
非存在領域１５Ｂ，１５Ｃを通って第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１のそれぞれ
の上面に移行しやすくなり、このように移行した体液は、第１下側吸収体２１の吸水性樹
脂非存在領域２５と第２下側吸収体３１の吸水性樹脂非存在領域３５で長手方向に拡散し
やすくなる。その結果、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１で体液が効率的に吸収
されるようになる。
【００６５】
　図１に示した吸収性積層体１０では、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１がそれ
ぞれ１層から構成されていたが、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１がそれぞれ複
数積層していてもよい。なお、上側吸収体１１は１層から構成されていることが好ましく
、それにより吸収性積層体１０を折り曲げることが容易になる。
【００６６】
　次に、図１に示した吸収性積層体とは異なる吸収性積層体の構成例について、図２を参
照して説明する。図２には、吸収性積層体の幅方向断面図の他の一例を示す。図２に示し
た吸収性積層体は、図１に示した吸収性積層体とは、第１下側吸収体と第２下側吸収体の
構成が異なる。なお、下記において、図１に示した吸収性積層体の説明と重なる部分は、
説明を省略する。
【００６７】
　図２に示した吸収性積層体１０では、第１下側吸収体２１が長手方向に延びる吸水性樹
脂非存在領域２５で折り返されて、第１の折り目２７が形成され、第２下側吸収体３１が
長手方向に延びる吸水性樹脂非存在領域３５で折り返されて、第２の折り目３７が形成さ
れている。そして、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１は、第１の折り目２７と第
２の折り目３７が互いに対向するように配されている。このように第１下側吸収体２１と
第２下側吸収体３１が形成されていれば、吸収性積層体１０の吸収容量が高められるとと
もに、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１の間または境界に折り目を形成して、吸
収性積層体１０を幅方向ｘに折り曲げやすくなる。さらに、第１の折り目２７と第２の折
り目３７が位置する部分で、吸収性積層体１０のトップシート側表面に盛り上がりが形成
されやすくなり、この盛り上がりによって、吸収性積層体１０の着用者の股間（特に女性
の排尿部）へのフィット性が高められるようになる。
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【００６８】
　第１下側吸収体２１が第１の折り目２７で折り返される場合、第１下側吸収体２１は、
第１の折り目２７が形成された吸水性樹脂非存在領域２５の両側に吸水性樹脂存在領域２
４を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域２５が、互いに重なって配されることが好ま
しい。同様に、第２下側吸収体３１が第２の折り目３７で折り返される場合、第２下側吸
収体３１は、第２の折り目３７が形成された吸水性樹脂非存在領域３５の両側に吸水性樹
脂存在領域３４を介して設けられた吸水性樹脂非存在領域３５が、互いに重なって配され
ることが好ましい。このように第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１が形成されてい
れば、第１下側吸収体２１で、折り畳まれた第１下側吸収体２１の上側の層と下側の層の
両方で尿等の体液が効率的に吸収されるようになり、第２下側吸収体３１で、折り畳まれ
た第２下側吸収体３１の上側の層と下側の層の両方で尿等の体液が効率的に吸収されるよ
うになる。つまり、折り畳まれた第１下側吸収体２１の上側の層の吸水性樹脂非存在領域
２５を通過した体液が、下側の層の吸水性樹脂非存在領域２５で長手方向に拡散しやすく
なるとともに、折り畳まれた第２下側吸収体３１の上側の層の吸水性樹脂非存在領域３５
を通過した体液が、下側の層の吸水性樹脂非存在領域３５で長手方向に拡散しやすくなり
、その結果、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１で体液が効率的に吸収されるよう
になる。
【００６９】
　第１下側吸収体２１が第１の折り目２７で折り返され、第２下側吸収体３１が第２の折
り目３７で折り返される場合、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１は、上側吸収体
１１が幅方向ｘに折り返されることにより形成されるものであることが好ましい。図２で
は、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１はこのように形成されている。この場合、
上側吸収体１１の製造工程の後に、上側吸収体１１を幅方向ｘに折り曲げる工程を設ける
ことにより、第１下側吸収体２１と第２下側吸収体３１を製造することができ、吸収性積
層体１０の製造が容易になるとともに、吸収性物品の製造コストを低く抑えることができ
る。
【００７０】
　以上、図面を参照しながら、吸収性積層体の構成例について説明したが、吸収性積層体
の構成は図面に示した実施態様に限定されない。例えば、第１下側吸収体と第２下側吸収
体の下側に、さらに別の吸収体として補助吸収体が設けられてもよい。この場合、補助吸
収体は、親水性繊維（パルプ繊維、セルロース繊維等）と吸水性樹脂を含有するものであ
ることが好ましい。例えば、親水性繊維の集合体に吸水性樹脂を混合または散布したもの
を用いることができる。親水性繊維と吸水性樹脂を含有する吸収体は比較的柔軟に形成す
ることができるため、このような補助吸収体を第１下側吸収体と第２下側吸収体の下側に
さらに設けても、吸収性積層体の幅方向への折り曲げが阻害されにくくなる。そして、補
助吸収体を第１下側吸収体と第２下側吸収体の下側に設けることにより、第１下側吸収体
と第２下側吸収体の下側に移行した尿等の体液がバックシートを透過して漏れ出るのが防
止されるようになる。
【００７１】
　吸収性物品には、幅方向の両側に、一対の立ち上がりフラップが設けられることが好ま
しい。立ち上がりフラップが設けられることにより、尿等の排泄物の横漏れを防ぐことが
できる。立ち上がりフラップは、例えば、トップシートの幅方向両側に、長手方向に延在
するサイドシートを接合し、サイドシートの幅方向内方に弾性部材を設けることにより形
成される。このようにサイドシートと弾性部材とを設けることにより、弾性部材の収縮力
によりサイドシートの幅方向内方が着用者の肌に向かって立ち上がり、立ち上がりフラッ
プが形成される。立ち上がりフラップまたはサイドシートは、液不透過性のプラスチック
フィルムや液不透過性の不織布等により構成されることが好ましい。
【００７２】
　弾性部材としては、ポリウレタン糸、ポリウレタンフィルム、天然ゴム等の通常の使い
捨ておむつ等の吸収性物品に用いられる弾性伸縮材料を用いることができる。弾性部材は
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、伸張状態で、ホットメルト接着剤で固定されることが好ましい。例えば、繊度１００～
２，５００ｄｔｅｘのポリウレタン糸を、倍率１．１～５．０倍に伸張して配設し、固定
する。接合手段としては、好ましくは、ゴム系のホットメルト接着剤が用いられる。
【００７３】
　次に、本発明の吸収性物品について、尿パッドを例に挙げ、図３および図４を参照して
説明する。なお、本発明は、図面に示された実施態様に限定されるものではない。図３お
よび図４では、図２に示した吸収性積層体１０を備えた吸収性物品を示した。図３は、吸
収性物品として尿パッドをトップシート側から見た平面図を表す。図４は、図３の吸収性
物品のＡ－Ａ断面図を表す。図３では、図の上側が吸収性物品の前側に相当し、図の下側
が吸収性物品の後側に相当する。
【００７４】
　吸収性物品１は、トップシート２とバックシート３とこれらの間に設けられた吸収性積
層体１０とを有する。トップシート２は、着用者の肌に面するように配され、尿等の体液
を透過する。トップシート２を透過した体液は、吸収性積層体１０に収容される。バック
シート３は、体液が外部へ漏れるのを防ぐ。
【００７５】
　吸収性積層体１０は、上側吸収体１１と、上側吸収体１１の下側に幅方向ｘの一方側に
配された第１下側吸収体２１と、上側吸収体１１の下側に幅方向ｘの他方側に配された第
２下側吸収体３１とを有している。上側吸収体１１、第１下側吸収体２１、第２下側吸収
体３１の詳細な説明は上記の通りである。吸収性積層体１０に移行した体液は、まず上側
吸収体１１により吸収され、上側吸収体１１を透過した体液は第１下側吸収体２１と第２
下側吸収体３１により吸収される。吸収性物品１は、上側吸収体１１の下側に、第１下側
吸収体２１と第２下側吸収体３１が幅方向ｘに並んで配されているため、吸収性積層体１
０を幅方向ｘに折り曲げることが容易になり、吸収性物品１の着用者の股間へのフィット
性を高めることができる。
【００７６】
　図４に示すように、トップシート２と吸収性積層体１０（上側吸収体１１）との間には
上側台紙４が設けられ、バックシート３と吸収性積層体１０（第１下側吸収体２１、第２
下側吸収体３１）との間には下側台紙５が設けられることが好ましい。上側台紙４と下側
台紙５は、尿等の体液の拡散性を向上させたり、吸収性積層体１０が型くずれしにくくす
るために設けられる。上側台紙４は液透過性であることが好ましく、下側台紙５は、液透
過性であっても液不透過性であってもよい。上側台紙４と下側台紙５としては、ティッシ
ュペーパーや薄葉紙、クレープ紙等を用いることができる。
【００７７】
　吸収性物品１には、トップシート２の幅方向ｘの両側に、長手方向ｙに延在するサイド
シート６が設けられることが好ましい。サイドシート６は、接合部７でトップシート２に
接合されている。図３および図４では、サイドシート６には、各々、幅方向ｘの内方に起
立用弾性部材８が３本設けられている。吸収性物品１の使用時には、起立用弾性部材８の
収縮力によりサイドシート６の内方が着用者の肌に向かって立ち上がり、これにより尿等
の排泄物の横漏れが防止される。
【符号の説明】
【００７８】
　１：　吸収性物品（尿パッド）
　２：　トップシート
　３：　バックシート
　１０：　吸収性積層体
　１１：　上側吸収体
　２１：　第１下側吸収体
　３１：　第２下側吸収体
　１２，２２，３２：　不織布シート
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　１３，２３，３３：　吸水性樹脂
　１４，２４，３４：　吸水性樹脂存在領域
　１５，２５，３５：　吸水性樹脂非存在領域
　２７：　第１の折り目
　３７：　第２の折り目
　４１：　下側吸収体非存在部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】
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